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開議 午前１０時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（佐々木春一君） おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１２人です。定足数に達していますので、会議は成立しました。 

  これから、本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○議長（佐々木春一君） 日程第１、一般質問を引き続き行います。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

          ◇ 金 野 千 津 君 

○議長（佐々木春一君） １番、金野千津さん。 

          〔１番 金野千津君質問壇登壇〕 

○１番（金野千津君） １番、金野千津です。通告に基づきまして、一般質問をさせていただ

きます。大きく２点、質問させていただきます。 

  まず初めに、介護予防事業など健康事業について伺います。 

  高齢化率の高い当町において要介護者が増えることは､介護保険料の値上げ、介護保険財

源の圧迫につながり、住民にとっても、町にとっても重大な問題となり得ると考えておりま

す。町民の健康寿命を延ばし、健康が保たれることは、町民の生産性を上げ、活気ある町を

つくる第一歩と考えることから、次の点について伺います。 

  １、町として取り組んでいる介護予防に関する事業の成果をどのように評価しているのか

伺いたいです。 

  ２、高齢者の介護予防、リハビリテーションの視点において、運動はもちろんのこと、栄

養状態が十数年前から注目されてきております。住民、特に低栄養状態の高齢者に向けて、

町は、栄養指導としてどのような取組を行っているのでしょうか。また、課題をどのように

捉えているのでしょうか。 
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  ３、要介護状態にならないためには若いうちからの健康増進に取り組むことが大切と思わ

れます。また、介護予防対策として日常的に運動することも大切と思われますが、生涯スポ

ーツセンターのジムなどを活用した健康づくりなどの取組についての見解を聞かせていただ

きたいと思います。 

  大きな２点目です。環境問題への取組について伺います。 

  住田町第５次環境基本計画の基本目標として「資源循環を創る取組」が挙げられておりま

す。環境問題は世界的な問題ではありますが、町民一人一人が問題意識を持って取り組むこ

とが循環型社会をつくる第一歩だと考える。 

  そのような中、町内のごみの排出量は人口減とともに減少してきているものの、町民１人

当たりの排出量は逆に増えていることから、ごみの排出量の減少を図ることは、財政負担を

軽減する上でも重要な取組ではないかと考えます。来年からペットボトルの分別が始まると

いうこともあり、環境問題を考えるよい機会と捉えることから、次の点について伺います。 

  １、ペットボトルの分別が始まるに当たり、来年度からの取組に向けて今年度から計画し

ていることがありましたら、お聞きしたいと思います。 

  ２、環境問題についての意識について、意識している住民は既に個別に分別を行っており

ます。ペットボトルの分別だけでなく、プラスチック分別など、今後さらなる基本計画にも

あるリサイクル、リユース、リデュースといった３Ｒ運動を推進するために、町として考え

ることはあるのでしょうか。 

  三つ目です。各家庭におけるごみの排出量が増えている要因として、生ごみを燃えるごみ

として出している家庭が増えているのではないかということで、これは住民懇談会において、

町長からもそのような話がありました。生ごみを減らすために、どのような取組を行い、ど

のような成果を上げているのか、伺いたいと思います。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐々木春一君） 答弁を求めます。 

  町長、神田謙一君。 

          〔町長 神田謙一君登壇〕 

○町長（神田謙一君） 金野議員の御質問にお答えいたします。 

  御質問の１項目めの（１）、介護予防に関する事業の成果について、お答えをいたします。 

  町では、高齢者の皆さんが住み慣れた地域で活動的に暮らしていけるよう、町内２０か所

の公民館等で体力測定や運動など、各会場で年間８回程度、開催している地域ミニデイサー
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ビス、リハビリ専門職を地域ミニデイサービスに派遣する地域リハビリテーション活動支援

事業、認知症特化型としてリハビリ専門職による個別指導を交え、運動と認知機能のトレー

ニングをするリハビリサロン、高齢者の保健事業と介護予防の一体化事業における高齢期の

フレイル予防を目的とした「めざせ元気１００歳☆健幸プロジェクト」など、様々な介護予

防事業に取り組んでおります。 

  事業の成果については、総合計画の重要業績評価指標、元気な高齢者の割合において、目

標値９６％以上に対し、令和５年度は９５％でありました。例年９５％で推移しており、目

標値には届きませんでしたが、一定の成果はあったものと評価をしております。 

  町内における様々な介護予防事業が実施されており、身体機能や認知機能の維持向上が図

られているとともに、地域の集いの場としての役割も担っており、参加者の健康状態等のほ

か、近所の気になる方の情報も得られる場合もあり、早期支援につながることのできる機会

と捉えております。 

  次に（２）、高齢者の栄養状態への取組と課題についてお答えをいたします。 

  私たちは食べ物に含まれる様々な栄養素をエネルギーに変え、体を動かしています。体を

動かすために必要なエネルギーの量は、性別、年齢、活動量、体の状態によって異なり、エ

ネルギーの摂取量やたんぱく質の量が足りないと低栄養となり、特に高齢者が低栄養になる

割合が高いです。低栄養が長く続くと、体を動かすためのエネルギー不足や筋肉、内臓、骨、

皮膚などの元となる材料不足となり、健康な体を維持する機能やストレスに対する力が低下

した虚弱、脆弱な状態であるフレイル、筋肉量減少、筋力低下により体全体の機能が低下す

る状態であるサルコペニア、筋肉や骨など運動器の障害により、日常生活に支障が出る状態

であるロコモティブシンドロームとなり、日常生活に支障を来します。 

  このことから、高齢者の栄養状態への取組は重要なものと捉え、高齢者の保健事業と介護

予防事業の一体的実施事業の「めざせ元気１００歳☆健幸プロジェクト」では、７５歳以上

の方を対象に、高齢者のフレイル、低栄養予防や口腔機能の低下であるオーラルフレイルな

どの講話を実施し、地区栄養教室においては、高齢者の低栄養、フレイルを予防する食事の

普及、地域ミニデイサービスでは、フレイル予防にたんぱく質を摂取するよう指導するなど

の取組を実施しております。 

  また、個別に高齢者で低栄養の方には、町の栄養士が訪問し、栄養指導を行っております。

低栄養の改善は、普及活動や個別指導をしても、行動変容まで至っていないことが大きな問

題と捉えておりますが、口腔機能の低下や、身近な場所で食材の購入ができないことなども
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課題であると捉えております。 

  次に（３）生涯スポーツセンターのジムなどを活用した健康づくりなどの取組について、

お答えをいたします。 

  金野議員、御質問のとおり、要介護状態にならないためには、若いうちからの健康増進に

取り組むことが大切であると捉えております。町民の皆さんには、競技スポーツをする方、

趣味のスポーツをする方、ウオーキングをする方、生涯スポーツセンターのトレーニングル

ームを活用している方、町外のスポーツジムを活用している方など、日頃から様々な機会を

捉え、自分自身で健康増進に取り組んでいただいております。 

  スポーツやトレーニングをする方は嗜好も様々で、その方法も多様化しており、自分自身

に合った方法でトレーニングをしていると聞いております。生涯スポーツセンターのトレー

ニングルームについては、原則、月曜日、祝日を除き、開放しており、町民の皆さんに健康

づくりの一環として利用していただいております。 

  次に、２項目め、環境問題への取組についての（１）ペットボトルの分別の今年度の取組

計画についてお答えをいたします。 

  国では、大量生産、大量消費、大量廃棄型の社会経済活動による環境負荷の増大や資源の

枯渇などの環境問題から、循環型社会形成に取り組んでおり、環境基本法、環境基本計画及

び循環型社会形成推進基本法を基本に、様々な個別法を制定しております。 

  本町においても、環境基本法の理念に基づいた環境基本条例に規定する住田町環境基本計

画を策定し、様々な環境問題への取組をしております。 

  住田町環境基本計画の基本目標の一つに、「資源循環を創る取組」を掲げており、その一

環として、大船渡市、大船渡地区環境衛生組合と連携し、段ボール等の資源ごみや小型家電

の回収など、ごみのリサイクル等、資源循環に取り組んでまいります。 

  先般、令和４年４月に施行されたプラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律では、

市町村の責務として、プラスチック使用製品の分別収集、再商品化に必要な措置に努めなけ

ればならないとされます。それを受けて、本町では、大船渡市、大船渡地区環境衛生組合と

協議を進め、連携し、令和７年度ペットボトル回収をスタートすることを目指すとしたもの

であります。 

  ペットボトルの回収に向けた本年度の取組としましては、具体的な内容が決定しましたら、

住民の皆様へペットボトルの回収に必要な情報を様々な形で周知すること、分別収集への意

識啓発をしていくことを計画しているところであります。 
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  次に（２）３Ｒ運動を推進するため、町として考えていることについてお答えをいたしま

す。 

  日本各地で猛暑日が増え、記録的な暑さが続く一方、豪雨による土砂災害、水害が起きて

いるように、地球温暖化による気候変動は、世界でも深刻な自然災害を起こしていると言わ

れております。持続可能な未来を阻害する問題の一つに、ごみが引き起こす環境問題が考え

られます。ごみを焼却するときに排出される二酸化炭素、また、ごみの運搬にも多くのエネ

ルギーを消費し、地球温暖化の原因の一つとなっていると言われております。ごみを減らす

ことは、焼却や埋立処分に伴う環境への負荷、作業に伴うエネルギー消費を少なくすること

につながります。 

  国では、大量生産、大量消費、大量廃棄の社会から循環型社会の実現に向けて、平成１２

年に循環型社会形成推進基本法が制定しました。この法律において３Ｒの考え方が明文化さ

れ、リデュース、リユース、リサイクル、熱回収、適正処分の優先順位が定められたもので

あります。本町の環境基本計画においても、ごみの減量化と３Ｒ運動の推進施策として掲げ

ております。 

  ごみの減量化と３Ｒ運動の推進のため、本町としましては、持続可能な未来のために、リ

デュース、ごみの発生や資源の消費自体を減らす。リユース、ごみにせず、繰り返し使う。

リサイクル、ごみにせず、再資源化する。この三つの考え方へ住民が意識を転換し、アクシ

ョンを起こしていけるよう、具体的な事例を取り上げるなどして、３Ｒ運動に取り組みやす

い環境づくり、広報活動に取り組んでいく必要があると考えております。 

  次に（３）生ごみを減らすためにどのような取組を行い、どのような成果を上げているか

について、お答えをいたします。 

  大船渡地区環境衛生組合では、家庭ごみの内容調査等は行っておりませんが、一般的に家

庭から出るごみは、紙ごみ、生ごみ、プラスチックごみが多くを占めているといわれており

ます。生ごみの排出量削減の取組として、町公衆衛生組合連合会が実施主体となり、大船渡

地区環境衛生組合からの補助金により、家庭用生ごみ処理容器及び発酵資材、電動生ごみ処

理機の購入補助を行ったところであります。平成１６年度事業開始から令和４年度までの実

績は生ごみ処理容器１８１件、ＥＭ容器１１０件、発酵資材１，５８６件、電動生ごみ処理

機２件となっており、一定の成果があったものと捉えております。 

  生ごみ処理容器、いわゆるコンポストは、令和３年度から急激に申請者が減少したことか

ら、令和５年度からは、共同購入の取りまとめ及び補助金の交付は行っていないものであり
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ます。令和３年度から減少した理由としましては、商品が変更となり、購入単価が上がった

こと、コンポストの匂いで野生動物を誘引する可能性があることから使用が敬遠されている

ことなどが考えられます。 

  私から以上であります。 

○議長（佐々木春一君） 再質問を許します。 

  金野千津さん。 

○１番（金野千津君） それでは、１点目の質問から再質問させていただきます。 

  町長の答弁のほうにもありましたけれども、町で取り組んでいるポピュレーションアプロ

ーチ「めざせ元気１００歳☆健幸プロジェクト」ですか。これ、中身は吟味はしていません

が、内容はとてもいいんじゃないかなというふうに評価しています。高齢者のフレイルをテ

ーマにして、栄養であるとか、運動、あとは口腔機能という講話を取り入れているというと

ころがすごく大事なところであると考えています。 

  町長の発言の中では７５歳以上対象という話でしたが、私が頂いた資料では６５歳以上対

象というふうになっているんですね。私はこの６５歳以上というだけじゃなくて、もっと低

年齢の方、例えば４０歳とか５０歳のうちから、非常に知ってほしい内容が組み込まれてい

るのではないかなというふうに考えるので、今の健康ブームに相乗りして、もう少し低年齢

からの取組について、何か考えていこうということはございませんでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 保健福祉課長、千葉英彦君。 

○保健福祉課長兼地域包括支援センター長（千葉英彦君） 金野議員の御質問にお答えします。 

  「めざせ元気１００歳☆健幸プロジェクト」につきましては、後期高齢者広域連合から委

託を受けて、７５歳以上の方の保健事業と介護予防の一体化ということで事業を実施してい

るもので、７５歳以上の方を対象にしております。そのほかにも、「健幸プロジェクト」と

いうことで、国保の新規加入者の方とか、希望にされる方に対しての事業を実施していると

ころです。 

  金野議員、御質問のとおり、６５歳以下の方の健康の管理というのは非常に重要なものと

私たちも捉えているところで、その中でもやはり検診を受診していただいて、その後の事後

指導をしていくとか、そういう部分をやはりきちんとしていただいて、自分の健康は自分で

守るというような意識の醸成と、それに伴って、運動と栄養、生活習慣の部分を改善する行

動変容を一緒にできるような形の事業を今後、進めていけたらなというふうに考えていると

ころです。 
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○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 全くそのとおりかなというふうに思います。 

  ただ、検診の受診率もそれほど伸びていない中で行動変容を促すということの難しさも、

町長の答弁の中にもありましたけれども、検診を先か、こういう講話によって必要性を訴え

ることから検診につなげるということにもあるんではないかなというふうに考えます。 

  私はリハビリテーションに長く関わってきて、やはりリハビリテーションの限界というの

も感じてきたわけですね。それはやっぱり病気になってしまってからでは、やはりちょっと

遅いというところをすごく感じて、それで介護予防ということに取り組みたいなと思って、

住田町に戻ってきたこともあるので、ぜひそういう思いで働いているリハビリの関係者であ

るとか医療関係者も多いと思いますので、そういった力を活用して、ぜひこの「めざせ元気」

の中のような取組をもっと広い世代に伝えるようなことを行っていただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長兼地域包括支援センター長（千葉英彦君） 幅広い世代に今のような事業を展

開していけたらというところでございますけれども、私たちもそのようには考えております。

ただ、なかなか出る機会とか、今まで新型コロナウイルス感染症の影響であるとか、様々な

部分がありましたので、今後というか、次年度以降の部分で、今の御意見を参考にさせてい

ただきながら事業展開を考えていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） ありがとうございます。私もあらゆる機会を捉えて、ぜひ協力してい

きたいなというふうに考えておりますので、一緒にやっていけるものは町民とともに考えて

いっていただきたいなというふうに思います。 

  次に、町のほうでは、高機能の体組成計「インボディ」を活用して、これも介護予防のほ

うに使われていると思いますが、非常に精密な機械ですので、その辺に置いて自由にという

わけにはいかないので、使用の頻度というのには限界があるとは感じますが、どのくらいの

活用で、その中身について、どのような指導につなげるといった活用方法を行っているかを

ちょっとお聞きしたいです。 

○議長（佐々木春一君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長兼地域包括支援センター長（千葉英彦君） 高機能の体組成計につきましては、
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令和３年度に町のほうでも購入いたしまして、健康チャレンジ事業であるとか、あと、ほか

には小学校さんに貸出しをしたり、中学校さんに貸出しをしたりして、自分の体の見える化、

体組成計につきましては、自分の体重のほかに、内臓脂肪の量であるとか、筋肉量であると

か、そういう様々なものが分かりますので、そういう自分の体の見える化をしていただくと

いうことで活用しております。 

  あわせて、町でやっている事業でやる場合については、測定しただけでは駄目なので、そ

れについて食事の指導とか運動の仕方とかも併せて指導をして、また何か月か後に測ってい

ただいて、また自分がどれぐらい健康になっているかというか、体組成計の状態を把握して、

また次の行動変容につなげていくというような形で実施をさせていただいているところです。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） これ、二つ目の質問にもかぶることなので、ちょっとつなげて質問し

ていきたいと思いますが、インボディの中では、もちろん体重とか筋力量、あと脂肪量のほ

かに、ＢＭＩが出たりとか、あと内臓脂肪量なども出てきますし、あと、私が注目したいな

というのは、ＳＭＩ値といいまして、四肢の骨格筋量の指数が出てくるんですね。これはサ

ルコペニアの指標にもなってきますので、筋力低下の指標ですね。ぜひ、そういったＳＭＩ

値を活用したり、あとは個人情報云々ということもあるかもしれませんが、町としてやはり

そういうデータをきちっと取るなどして、町民の状態を把握していくという、そういった活

用方法もあるのではないかなと思います。 

  そういったことが介護予防にもつなげることができますし、今後の様々な健康指導とかに

も活用できるのではないかなというふうに思っておりますが、いかがでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長兼地域包括支援センター長（千葉英彦君） 議員、質問についてお答えします。 

  ＳＭＩ値、いわゆる骨格筋指数というもので、サルコペニアの診断に活用されているとい

う数値でございます。今までそういう数値については、なかなかほかの測定するものがなか

ったので、その数値に基づいて健康管理をするというのはなかなか難しいところがありまし

たけども、現在、町で持っている体組成計につきましては、そういう数値も測れますので、

そういう数値を使いながら、今も測定している人については活用しておりますけれども、今

後、引き続き、様々な機会を捉えて、皆さんが活用できるような手法を探りながら事業を展

開していきたいというふうに思っております。 

  以上です。 
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○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） ＳＭＩ値、意外と気づかなかった筋力低下に気づくことができまして、

社会福祉協議会のほうにも同じ体組成計がありまして、毎年、年に２回、職員の測定をする

わけですけれども、その中で８０人くらいの職員の中で、やっぱり二、三名、ＳＭＩ値が低

いという、今、働いている方においてもそのような数値が出てきて、指導のポイントになっ

てきていますので、ぜひ今後、活用していっていただきたいなというふうに考えております。 

  また、大いに精密な機械、せっかく高額な機械を活用していくためにも、使用人数を増や

していくということも必要なのではないかなというふうに思います。デイサービスなんかで、

要介護者の方は測定が難しいかもしれませんが、せめて要支援者であるとか、あと事業対象

者の方などは定期的に測定などして、低栄養であるとか筋力低下の指標として活用すること

ができるのではないかなと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長兼地域包括支援センター長（千葉英彦君） 議員、御質問のとおり、体組成計

につきましては、様々な場所で使われるのがいいのかなというふうには思っております。 

  体組成計につきましては、町で所有しているのが１台と、あとは社会福祉協議会さんでも

お持ちなのが１台ありますので、そういう町だけではなくて、関係事業者さんもお持ちのも

のにつきましては、様々な場面で協力していただいて、活用しながら介護予防に努めていき

たいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 使用人数を増やすということで、企業などにも、ぜひこういうものが

あるということをコマーシャルしていただいて、健康運営なんていう言葉もありますけれど

も、従業員のパフォーマンスを上げていくことに活用できるのではないかなと思いますので、

ぜひ期待したいと思います。 

  それでは、栄養のほうなんですけれども、リハビリテーションにおいて、低栄養の方は運

動などによる効果が出にくいということはよく知られていることかなと思います。また、軽

度認知障害といわれるＭＣＩのうちに、低栄養の予防であるとか、改善をするということは、

認知症予防においても重要であるというふうに言われております。 

  介護予防においては、栄養指導は重要な視点と考えますが、在宅の高齢者の低栄養状態に

ついて、何か取組を考えていることなどありましたら、お願いします。 
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○議長（佐々木春一君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長兼地域包括支援センター長（千葉英彦君） 在宅の高齢者の皆さんの栄養状態

につきましてですが、栄養状態が低栄養な方については、包括支援センターから栄養士のほ

うに情報が行きまして、一つはきちんと３食を食べているかとか、たんぱく質を摂取してい

ますかとか、基本的には高齢者になっても、成人と同じように同量にたんぱく質の摂取が必

要でありますよとか、骨粗しょう症の予防についてはカルシウムをちゃんと摂取してくださ

いとか、お総菜の活用は一つの方法ですよとか、食欲がないときはおかずから先に食べるよ

うにしてはどうですかみたいな形の、栄養士が訪問して個別に指導をしているところです。 

  議員、御質問のとおり、低栄養だと、運動を幾らしても筋肉量が上がりませんので、その

ように私たちも捉えているところですし、様々な機会で栄養士が訪問する、もしくは介護サ

ービス事業者さんの皆さんと協力し合いながら、同じ情報を共有し合いながら、高齢者の皆

さんの栄養指導をしていくと。研修会等をしながら、一緒に事業を展開していきたいという

ふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 包括支援センターなどでピックアップされた方についての栄養指導は

行われているということですけれども、やはりそうでない方たちにも、この栄養状態が重要

だということをやっぱり知っていただきたいなと。その機会を多く持っていただきたいなと

いうふうに考えます。 

  ただ、個別に家庭の食事の状況に入り込むというのは、非常に難しいなということを、私

も介護施設にいたときに、栄養についていろいろ管理栄養士と一緒に取り組んで来ましたけ

れども、なかなか経済状態とか趣味嗜好とかにも関わることなので、食事の内容を開示する

ということに抵抗を持たれている方たちが多いんですよね。なので、そこまでいかなくても、

こういったものが先ほどいっぱい羅列していただきましたけれども、たんぱく質量であると

か、そういったものを一般の方に常に提示していく、広報していくということも必要ではな

いかなというふうに感じております。 

  住田広報の最終ページにお料理のレシピが載っておりますよね。今、減塩というのをキー

ワードでやっているようですけれども、私もあれちょっと一応、見るんですけれども、やっ

ぱり、物と数字の羅列と調理方法の１から２とかというのを追っかけていくと、途中で何か

諦めてしまうというか、私だからそうなのか。ただ、高齢者であると、やはり数字というの
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は、なかなか抵抗があるんじゃないかなと思いますので、ああいった場所を活用して、１日

に必要なたんぱく質量はこういったもので、こういったものを朝、昼、晩、取ると、取れま

すよというような、もう少し分かりやすいものを載せるというのも一つの手ではないかなと

いうふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長兼地域包括支援センター長（千葉英彦君） ただいまの金野議員、御質問のと

おり、様々な機会を捉えながら、私たちも低栄養改善であるとか、栄養の必要性については、

町民の皆さんに周知をしていきたいと思います。 

  その広報の１面については、一つの方法であると思っていますし、皆さんにパンフレット

をお配りするとか、あとはミニデイサービスで栄養のパンフレットがありますけども、そう

いうのをお配りしながら、低栄養になっていませんかとか、高齢者になると粗食がいいよと

かって思われがちですけども、そうではなくて、ちゃんとお肉を食べてくださいとか、そう

いうようなお話をさせていただきながら、栄養状態の改善というところに努めていきたいと

いうふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 先日、五葉地区で、介護全般に取り組む講演会を、講演会というか研

修会を１日がかりで行いました。その中で、栄養士さんにも来ていただいて、こういったも

のでたんぱく質を取れますよという料理を実際にいただくということもしたんですね。そう

いった取組というのは、なるほど、これなら簡単に、このぐらいの量であれば取れるなとい

うことを実際に体験することができて、とてもよかったなというふうに、五葉地区の一部に

限られてのことだったんですが、すごくよかったです。 

  ちょっと視点変えてですけど、この間、町内で初のこども食堂が町民有志によって開催さ

れましたけども、栄養指導というか、そういったたんぱく質の必要性などを取り入れる形で

の地域食堂、一般の方とか高齢者の方、あとちょっと心配しているのが高齢男性の１人暮ら

しとなると、なかなか調理をきちっとやっていないんじゃないかなという方のお話も聞きま

すので、そういった方たちが集まって、研修も兼ねて、食事をいただけるというのも一つの

取組かなと思いますので、これ、町でやれというのではないんですが、こういった方法もあ

るということを町のほうで情報提供したりとか、取組について、皆さんに考えていただくと

いう機会もあっていいのではないかなと思いますが、どうでしょうか。 



－72－ 

○議長（佐々木春一君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長兼地域包括支援センター長（千葉英彦君） 町長の答弁のとおり、食べるとい

うことは非常に大事だということは、私たちも認識しているところですし、様々な機会、こ

の間は「すみたのみんなの食堂」を有志の方々に開催していただきましたけども、そういう

機会を捉えたり、もし皆さんのほうから町のほうに御要望があれば、栄養士が出向いていく

とかをしながら、そういう機会で事業を展開していきたいというふうに思っていますし、周

知活動に努めていきたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 町長の中の医食住の食を職業に変えたらという話もありましたけども、

やっぱり食べるということは、体をつくったり、健康を維持する上で重要な視点だと思いま

すので、ぜひ様々な情報を町民のほうに提供したり、あとは管理栄養士さんとか保健師さん

とか、そういった専門職もおりますので、有効に活用していただけるよう働きかけていただ

きたいと思います。 

  三つ目の、それでは生涯スポーツセンターのジムの利用について伺いたいと思いますが、

私、伺ったところ、この４月からの半年で延べ２００名弱の利用があるようです。私も暑く

なる前というか、まだ気候の少しいい頃は週に一、二回行かせていただいて、使っておりま

したけれども、１人ということはほとんど少なくて、必ずどなたかがいたりとか、あと子供

連れの方が来ていたりというところで、コンスタントに多分、一、二名の利用者というのは

あるのかなというふうに見ております。中には、世田米地区から来ている方もおりまして、

近くにないので、世田米にもあるといいなという声も、その方からは聞かれました。 

  町長の答弁の中に、嗜好もいろいろ取り組みたい内容も違うので、町外のいろいろな事業

施設などを利用している方もいるという、確かにそのとおりではあるんですけれども、でも、

町内に行きやすい場がないから、町外に出ているという方もいらっしゃると考えます。 

  ですので、私はこの町民の健康志向に合わせて、これを後押しする意味でも、社会体育館

においてもジムを設置していいのではないかなというふうに考えておりますが、その辺りい

かがでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 教育次長、多田裕一君。 

○教育次長（多田裕一君） 生涯スポーツセンターのトレーニングルームの利用状況をちょっ

と申し上げたいと思います。 
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  延べ人数でございますけれども、令和３年が２３６人、それから１日平均にしますと、０.

９４人ということになります。それから令和４年が延べ３３２人、１日平均ですと、１.３

３人、令和５年度は延べ５６６人、１日平均ですと、２.２６人ということになっておりま

す。 

  先ほど町長答弁しましたとおり、あそこは毎週月曜日がお休みでございまして、そのほか

に祝祭日もお休みになっております。それから、施設にはまだまだ余裕がございますので、

積極的な利用を呼びかけたいと考えております。 

  議員、御質問の社会体育館にもトレーニングルームという話でございますけれども、現在

のところ、整備する予定はございません。 

  以上でございます。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） トレーニングルームというと、どうしても大きな機器を置いてという

ことで、お金とかもかかるのではないかなと思いますけれども、簡単な健康器具的な、例え

ばバランスボールであるとか、バランスのポールであるとか、あとはヨガマットのようなも

のを置いただけでも、そこに例えばグループで集まって、運動ができるという場ができるの

ではないかなというふうに考えますので、そういったところから需要を高めて、せめて自転

車、サイクルマシーンにつなげるといったような取組もあるのではないかなと思いますが、

いかがでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 教育次長。 

○教育次長（多田裕一君） 議員おっしゃるとおり、大規模なトレーニングルームよりも、ま

ず最初にトレーニングボールですとか、ポールですとか、ヨガマット等々整備してやるとい

うことは非常に有効な手段だと思っております。 

  また、教育委員会といたしましては、ジムに通うというのもそうですけども、ふだんから

運動に親しむというか、スポーツに親しむような意識というか、環境も整備していきたいと

考えております。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） ぜひ、いろんな意味で、小さなことでも構いませんので、整備してい

くということを検討していっていただきたいと思います。 

  それでは、大きな２点目の環境問題の取組について御質問させていただきます。 
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  先日、大槌町が先進的に分別のほうに取り組んでいるということで、見学と、あとお話を

聞きに伺ってきました。大槌町のほうでは、独自のリサイクルセンターを持っているという

こともありまして、１４種類の分別を行っているということでした。 

  課題をお聞きしたところ、やはり町民への周知徹底というところが課題だということです。

町のほうで大きく伝えると、しばらくはいいんですけれども、徐々にやはり少し分別のほう

が乱れてくるということで、その都度やはり皆さんに声かけをするということをされている

ようです。 

  そういう意味で、ペットボトルの分別、令和７年度から行うということで、実際、行うま

での手続上の様々なことはあると思うんですが、例えば４月から、はい、スタートというと

ころで、うまくそれが動き出すのかというところに不安もあるわけですね。なので、早いう

ちに住民の皆さんに周知して、こういったことが始まるということを啓蒙していくというこ

とが必要なんではないかなと思いまして、それで、今年度の取組についてお聞きしましたが、

何か具体的に考えていることがありましたら、お聞かせください。 

○議長（佐々木春一君） 住民税務課長、鈴木絹子君。 

○住民税務課長兼会計管理者（鈴木絹子君） 周知に関しましてですけれども、まず一つは、

やはり広報すみたで発信していくこと、あと住田テレビを活用していくことが挙げられます。 

  また、大船渡市と一緒にやるものですので、新聞等を活用していきたいと考えております。

また、必要に応じて、各地区を対象に、何か講座とかの一コマをお借りしたりしまして、出

向いて広報活動をしていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 広報は多分すごく大事ではないかなと思います。これも８月でしたか、

令和７年度からペットボトルの分別があるということをちょっと聞いていましたので、小さ

な拠点の、私の地域のほうに少しそういう情報を提供したところ、今回、住民で釜石市にあ

るクリーンセンターを見学しようという、ごみのことについて考えようという取組を行って

いただきました。 

  そういう形で、小さな拠点に何か課題をと投げかけるだけではなく、せっかくなので連携

して、そういったところに取り上げていただくということもすごく、そこだと、住民一人一

人に伝わることであるので、やっていただきたいようなことなんですけれども、どうでしょ

うか。 
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○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 

○住民税務課長兼会計管理者（鈴木絹子君） 議員おっしゃるとおり、小さな拠点等を活用し

た取組を検討してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） あと、もう一つ、考えていきたいなということではあるんですけれど

も、今も意識をしてペットボトルの分別を行っている家というのはかなり聞こえてきます。

それで、保健福祉センターのところに、キャップの収集の箱を置いているんですね。それ、

どのくらい集まるのかなと思ったんですが、結構、自宅から袋に入れて持ってきて入れてい

く方たちもいらっしゃいます。あるのを分かっている方に関してですね。なので、住民の中

の意識ってそれなりにあるのではないかなというふうに思います。 

  その中でよく聞こえてくることが、八兆屋さんがなくなって、ペットボトルを分別して、

まとめておいても持っていくところがなくて、結局、町外のスーパーマーケットというか、

町外の施設に持っていって入れてくるという声が聞こえるんですね。 

  令和７年度からどういう回収方法になるか分からないんですけれども、やはりそういった

ものを回収していただけるというペットボトルステーションのようなものがあると、そうす

ると、うちのあたりだと資源ごみとかも月に１回しか来ないので、１回逃してしまうと、な

かなか出せないというようなこともありますので、そういうステーションがあると、これは

分けるんだという意識づけにもなりますし、地区公民館なりにあって、そこも回収していた

だけるというような取組も考えていってはどうかなと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 

○住民税務課長兼会計管理者（鈴木絹子君） ペットボトルでございますけれども、ペットボ

トルは一つ一つが大きくて、かさばるものと捉えております。そこで、住民の皆様も置き場

所に苦慮していることかもしれませんけれども、置き場所となると相当のスペースを必要と

するものと捉えておりますので、現在ではそのようなステーション等を置いて、そこにため

ておくというようなことを検討しているものはございません。 

  以上でございます。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 個別に出せるようになれば、多分、個別で出す方たちはいらっしゃる

と思うので、合わせて考えれば、それ、どのくらいになるかということ、ちょっと予想はつ
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きませんけれども、あっていいものではないかなというふうに思いますし、本当であれば、

もう事前にそういったものをやっていただければありがたいんですが、なかなか難しいとい

うことなので、来年度からでもいいので考えていただくということはいかがでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 

○住民税務課長兼会計管理者（鈴木絹子君） 来年度、まず今の事業を軌道に乗せて、その次

の段階としていろいろ検討させていただきたいと考えております。 

  以上になります。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 住民の声なんかもよく聞いて、ぜひよい取組につながればと考えてい

ます。 

  二つ目ですけれども、３Ｒ運動なんですが、私も印刷して持ちましたけども、この住田町

環境基本計画、非常に立派な計画があるんですが、この循環型のところの取組などについて

も、私は一住民として、この中の計画というのがなかなかどのような取組をしているかとい

うことが見えてこないですし、住民に対して、どのような周知とか声がけをしている、広報

しているかというところも見えてこないのが非常に残念かなというふうに思います。 

  ペットボトルの分別が始まっても、結局、普通の燃えるごみに入れてしまっても、持って

いってくれるんでしょうから、これが徹底されるとは限らないわけですよね。それはなるべ

く分別を徹底していくためには、やはり教育というか、そういったものが大事ではないかな

と。リサイクルの重要性を地域住民に伝えていくということが大事ではないかなと思います

が、いかがでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 

○住民税務課長兼会計管理者（鈴木絹子君） まさに議員おっしゃるとおりだと私も考えてお

ります。今まであまり啓発活動に積極的ではなかった部分もございますけれども、これを機

会に、啓発広報活動に取り組んでまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） そうですね。できれば多分、大人だけではなく、子供のほうがそうい

ったものに対して、教育を受けての取組というのは積極的なんじゃないかなというふうに思

いますので、子供から大人を巻き込んでいくというようなことも考えて、子供さんたちへの

教育であるとか、あとはやっぱりちょっとそういったことになかなか難しさを感じているか
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もしれない高齢者とかの高齢者教室であるとか、そういった機会を捉えて、目に見える形で

の何か基本計画に基づいた取組を期待したいと思いますが、どうですか。 

○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 

○住民税務課長兼会計管理者（鈴木絹子君） 議員委員おっしゃるとおり、目に見える形での

何か広報活動等ですけれども、今後、業務の上で参考にさせていただきたいと考えておりま

す。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） それでは、最後の生ごみのことについて、お伺いしたいなというふう

に思います。 

  実は私もコンポストに生ごみを持っていくのに非常に抵抗感がありまして、燃えるごみに

ずっと出していました。ただ、ごみを減らさなければならないということを非常に意識しま

して、生ごみを燃えるごみではなくて、別な方法で処理できないかということで、生ごみ処

理機の購入も検討をしました。生ごみ処理機のほう、まだ助成が出ているけれども、２件し

かないということなんですが、実は町のホームページとかを見ても、なかなかその助成金を

見つけられなかったのと、あと岩手県の資料の中に、全町のがあるんですが、金額とか出て

いるんですけど、住田町に助成なしって書いてあるんですよ。ちょっとそこも確認していた

だきたいんですけれども。 

  やっぱり今、鳥獣被害の関係で、やっぱりコンポストの使用を控えたいというような声も

聞こえていますので、そういった方たちがどうしても生ごみにごみを出してくるのかなと思

いますので、そういう生ごみ処理機の助成もあるということをもっと伝えていったほうがい

いのではないかなと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 

○住民税務課長兼会計管理者（鈴木絹子君） 生ごみ処理機でございますけれども、公衆衛生

組合連合会が実施主体となっていたものでございますので、そこの兼ね合いがあって、なか

なか広報活動がうまくいってなかったのかなと考えております。 

  今後、電動生ごみ処理機の購入補助は行っているものですので、これについては、広報活

動を行っていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 
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○１番（金野千津君） それで、ぜひ見える方、それも見える化ですけれども、町民に分かり

やすくこういう助成があるということを知らせていただきたいと思います。 

  私事ですが、どのように生ごみを処理したらいいかとずっと考えていまして、実は町内企

業に木製のコンポストをつくっているところがあります。商品名は「キエーロ」というので、

「キエーロ」で検索すると、いろんなものが出てくるんですけれども、関東圏のほうに震災

後、１，０００個以上、出しておりまして、現在も発注を受けているということなので、関

東のほうなのでベランダ用などもあって、土を入れて使うタイプのようです。私も使ってみ

ましたが、夏場ずっと使っていますが、匂いも出ないですし、非常に有効かなと。それで木

製なので、家の壁沿いに置いておいてもあまり違和感もないので、そういったものをせっか

く町内企業が使っているので、そういうものの普及というものはいかがでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 

○住民税務課長兼会計管理者（鈴木絹子君） 商品を確認いたしまして、今後の活動業務の参

考にさせていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 少し手間はかかりますが、賛同してくれる方もいるのではないかなと

思います。私も実験中でして、まだ冬場、どのくらいごみが消えていくかということは確認

していないんですけれども、普及の具合を見ると、有効ではないかなと思いますので、ぜひ

お考えいただきたいと思います。 

  やはり、昨日の一般質問の中にもありましたけれども、町ではＣＯ２を削減してクレジッ

トを販売しているというような状況がありますけれども、一方では、まだサーマルリサイク

ルから抜け出ていないと。助燃材として役立つんだというのを話も聞こえて、そういったＣ

Ｏ２を出しているということを一方で認めてしまっているというような現状があると思いま

す。 

  私が今日、質問の中であったのは、住民が主体となって取り組むべき内容ではないかなと

いうふうに思いますけれども、また、それで大きなお金が動くような、そういった目立った

活動ではないかもしれませんけども、小さな取組であっても、生活に密着した重要な問題で

はないかなというふうに考えております。町として、きちっと自分たちが循環型社会にどう

寄与するかというような方向性を出すべきではないかなというふうに思っております。 

  町長にしても教育長にしても、一住民でありますので、そういったことから離れられない
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のではないかなと、生活に密着した問題ではないかと思いますが、町長から、ぜひそこにつ

いてのお考えをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（佐々木春一君） 町長。 

○町長（神田謙一君） このごみに限らず、どの部分でもそうですけども、やはりいわゆる自

助・共助・公助というような部分でのそれぞれの意識変容という部分がものすごく大事です。

そういう部分では、住民懇でも話ししたとおりですけども、当町としての施策、我々もその

啓発含めての不足な部分もあろうと思いますけども、一緒になって理解いただけるように、

またその啓発にも努めながら、ごみについても、その取組についても理解を深めながら、一

緒に地域として取り組んでいきたいというふうに考えます。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 大きな二つの質問をさせていただきました。どちらも最終的に行動変

容というところが一つのキーワードになったかなと思いますが、そこを引き出すために、ぜ

ひ住民も一緒に動いていくと思いますので、町のほうでも積極的に取り組んでいただきたい

と思います。 

  以上をもちまして、質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（佐々木春一君） これで、１番、金野千津君の質問を終わります。 

  ここで暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時００分 

 

再開 午前１１時１０分 

 

○議長（佐々木春一君） 再開します。 

  休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

          ◇ 阿 部 祐 一 君 

○議長（佐々木春一君） ７番、阿部祐一君。 

          〔７番 阿部祐一君質問壇登壇〕 
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○７番（阿部祐一君） ７番、阿部祐一であります。通告に従い、町長に大きく２項目につい

て一般質問を行います。 

  最初の１点目、庁舎周辺整備事業についてであります。 

  生活改善センターは昭和４５年に建設され、５４年が経過し、農林会館は昭和５６年に建

設され、４３年が経過しております。設備の老朽化や耐用年数の面から見ても改築が必要と

思うことから、次の点について伺います。 

  １、生活改善センターは現在、図書の機能を有しているが書籍数や設備など十分とはいえ

ません。議会棟と連結していることから､今後の改築に当たっては、図書館や議会棟の機能

が求められると感じております。庁舎周辺整備事業として今まででも検討されてきた経緯が

ありますが、次期総合計画においてどのように取り組むのかをお伺いします。 

  ２、農林会館においては、施設や設備の改修をしてきているが、トイレの改修は進んでい

ないと町民から不満の声をいただいているところであります。改築及び改修に向けた今後の

方策をどのように考えているのかについて、お伺いいたします。 

  大きく２項目めは、鳥獣害対策についてでございます。 

  町内における鳥獣被害は年々増すばかりであります。シカはもとより、近年はサルの被害

地域が拡大しております。イノシシやクマの出没も増えていることから、次の点について伺

います。 

  １、住田町農業振興協議会の令和６年度の活動計画で、鳥獣害対策として「追い上げ」を

実施するとあります。里から奥山に「追い上げ」ができれば効果は大きいと思いますが、ど

のように捉えているのか。また、鳥獣被害対策には周辺市との連携が必要と思われますが、

いかがか。 

  ２、両向地区では国のモデル事業を活用し、昨年、金網と電気柵併用の「複合柵」を設置

しました。どの鳥獣に対しても効果が高いとのことであります。町では防護網の設置補助を

長年にわたって継続してきておりますが、今後、「複合柵」の設置でも補助対象とする考え

はないかをお伺いいたします。 

  ３、鳥獣の被害を防ぐにはハンターによる捕獲が一番効果が高いと感じます。狩猟免許を

保有している人も年々減少しております。ハンターの養成に本格的に取り組む必要があると

思いますが、どうでしょうか。 

  ４、放棄果樹の伐採による鳥獣被害の防止対策が実施され、昨年度は１０本が伐採された

と聞いております。果樹の伐採は鳥獣対策として有効であると考えることから、全町で取組
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を広げてみてはどうか、お伺いいたします。 

  １回目の質問を終わります。 

○議長（佐々木春一君） 答弁を求めます。 

  町長、神田謙一君。 

          〔町長 神田謙一君登壇〕 

○町長（神田謙一君） 阿部議員の御質問にお答えをいたします。 

  初めに、１項目め、庁舎周辺整備事業の（１）生活改善センターと（２）農林会館の大改

築につきましては関連がありますので、一括してお答えさせていただきます。 

  生活改善センターと農林会館を含む庁舎周辺施設整備につきましては、平成２４年３月に

策定しました役場庁舎建設基本計画に、周辺施設の方向性を明記し、検討を開始しておりま

す。その後、令和３年度までの間、地域デザイン会議での検討、役場課長等会議での情報共

有及び内容検討、議会全員協議会において、議員説明などを複数回、実施し、検討を進めて

まいりました。 

  しかしながら、令和４年度以降、関係機関等との調整に時間を有しており、現時点におい

て整備計画の策定に至っていないのが現状であります。当面の間、施設の利用に支障を来す

ような不具合が生じた際には、その都度、対応してまいりますが、今後の改築等につきまし

ては、中長期的な財政見通しに基づき、適切な整備事業を判断するとともに、本格的な人口

減少社会にフェーズが変化していることによる利用率の減少などの課題を考慮しながら、整

備計画案の作成に取り組み、その後、議員及び町民の皆様への説明と意見を聞く場を設けて

いきたいと考えております。 

  次に、２項目めの鳥獣害対策についての（１）町農林業振興協議会、令和６年度計画で、

鳥獣害対策としての「追い上げ」や周辺市町村との連携についてお答えをいたします。 

  議員、御質問のとおり、鳥獣被害は年々増加傾向にあり、特にサル、イノシシ被害は顕著

に伸びているところであります。このような状況を踏まえて、町農業振興協議会では、住田

町鳥獣害防止総合対策協議会と連携し、鳥獣被害対策としてニホンザルの生息域調査、動物

位置情報システムの活用、放置果樹の伐採、防護柵の設置補助、「追い上げ」の実施を掲げ、

鳥獣被害対策に取り組むこととしております。特にもニホンザルの被害対策については深刻

さを増していることから、県の専門員等の指導を受けながら、地域ぐるみでの対策がより効

果があると捉え、甚大な被害を受けている地域での意見交換、情報収集を行い、取り組んで

いるところであり、必要に応じ「追い上げ」等の実施も手法の一つとして考えているところ



－82－ 

でございます。 

  また、周辺市町との連携につきましては、令和６年２月、釜石市、大船渡市、陸前高田市、

遠野市、大槌町及び本町の４市２町が首長間での鳥獣被害対策に係る危機意識を共有したと

ころであり、それを受け、本年８月には各市町の担当者が一堂に会し、意見交換会を行った

ところであります。 

  意見交換会では、各市町の現状と課題を共有するとともに、市町連携による鳥獣被害対策

の在り方について、引き続き調査研究していくことが確認されたところであります。 

  次に、(２)複合柵の設置補助について、お答えをいたします。 

  鳥獣被害対策として、本町では、行政、農林業関係機関、町民が一体となり、猟友会や鳥

獣保護巡視員と連携を図りながら、被害防除対策に取り組むため、住田町鳥獣害防止総合対

策協議会が主体となって、鳥獣害対策事業を推進しております。 

  協議会では、鳥獣の活動範囲の縮小や農林業被害の縮小を図るため、シカ防護網や電気柵

の設置に取り組んでいるほか、被害防除対策として、ニホンザル生息域調査やニホンザル・

イノシシ被害対策研修会、動物位置情報システムの設置などに取り組んでいます。 

  これらの事業は国の補助事業交付金を活用し実施しておりますが、販売農家であることな

ど要件が厳しく、交付決定まで一定の期間を要することから、町では、町単独事業によりシ

カ防護網等緊急設置事業費補助金を創設しております。昨年度は被害の増加もあってか、例

年よりも申請件数が多くあります。今年度につきましても、昨年度以上に設置要望がある状

況でございます。 

  議員、御質問のとおり、農林業振興会に対するシカ網の助成については、今後も継続して

行う考えでありますし、今年度からは金網柵を支援メニューに加え、複合柵への助成を可能

にしたほか、電気柵管理の点から、防草シートも対象にいたしました。あわせて、予算も増

額しているところであり、鳥獣被害防止対策に努めているところであります。 

  次に、（３）ハンター養成の取組について、お答えをいたします。 

  本町の鳥獣捕獲対策につきましては、平成２５年に猟友会の協力の下、組織した住田町鳥

獣被害対策実施隊を中心に取組を推進しており、毎年、ニホンジカを中心に１，０００頭前

後の捕獲実績を上げていただいているところであります。実施隊の隊員数は、発足当時３７

名であったものが、令和元年度に最大４９名にまで増加し、令和６年度は４３名の体制とな

っております。また、過去５年を見ますと、９名の方が新たに狩猟免許を取得し、隊員とし

て活動していただいているところであります。 
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  町の隊員養成に係る取組につきましては、狩猟免許の取得、猟銃やわな等の購入に係る経

費を補助するなどして、新たな隊員の確保に努めており、また、継続して捕獲活動に従事い

ただけるよう、隊員報酬や捕獲報償費の支払い、捕獲活動に対する経費を補助するなどの支

援策を講じているところであります。 

  なお、狩猟免許の取得、捕獲技術の習得向上に当たって、県や県猟友会等がそれぞれのレ

ベルに応じて講習の機会を設けていることから、広報を通じ、それらの周知に努めていると

ころであります。そういった中で、本年８月には、県主催のイノシシ捕獲に係る研修会が本

町で開催され、知識や技術習得はもとより、隊員相互の交流が図られたところであります。 

  次に、（４）放任果樹の伐採について、全町的に取り組んでみては、との御質問にお答え

をいたします。 

  今年も昨年度同様、全国的にクマの出没、人身被害が相次いでおり、県町による注意喚起

の呼びかけを行っているところであります。当町におきましては、クマによる人身被害はな

いものの、イノシシ、ニホンザルによる被害が増加傾向にあり、対策が必要となっているこ

とは、住民皆さんの共通認識と捉えております。 

  農地や民間に隣接する不要な樹木の伐採や薮刈り、除草については、誘発する要因を取り

除く有効な手段の一つであり、放任果樹の伐採につきましても同様です。町としては、放任

果樹の伐採については、昨年度、八日町天嶽地区で１０本伐採しております。今年度につき

ましては、世田米地区の一部に絞り実施を予定しているところでございます。 

  全町的な取組をとの御質問でございますが、町としては、国の交付金事業を活用して実施

しており、財源が限られていることから、優先順位を定め、地域を限定して取り組まざるを

得ないところであります。議員、御質問のとおり、全町的取組は、その効果も大きいと想定

されますので、それぞれ所有者、地域で、いわゆる自助共助の精神で御協力をいただき、町

の取組と併せて対策していくことが肝要かと考えております。 

○議長（佐々木春一君） 再質問を許します。 

  阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） 最初に、生活改善センター、農林会館等の改築等のことについてでご

ざいますが、まず生活改善センターの改築は、私の知っている範囲では、当初は生活改善セ

ンターのみを改築するという計画があったというふうに思いますが、議会棟も古くなってき

たということや、そういうことがあって、一緒に改築したほうがいいということが出されて

きたので、もうそういう判断に至ったので遅れてきたのかなというふうに捉えているんです
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が、その認識でよろしいでしょうか。伺います。 

○議長（佐々木春一君） 企画財政課長、高萩政之君。 

○企画財政課長（高萩政之君） 生活改善センターの建て替えにつきましては、役場新庁舎建

設基本計画、平成２３年度に策定したものですが、こちらの段階では耐震補強と改修をする

ということで計画をしていたものの、その後の耐震調査の結果で耐震補強等では耐えられな

いということで、改築という方向に検討が移ってまいったというふうに認識をしております。 

  以上でございます。 

○議長（佐々木春一君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） 当初は新庁舎とこの議場、生活改善センター、通路で結ぶというよう

なことがあったと思いますが、いかんせん、やっぱり耐震では耐えられないということが出

たので、これはやっぱり今、話したとおりになるのかなと思います。 

  そういう面からいきますと、やはり協議をいろいろと課長間でも、庁舎内部でもしてきた

ということですが、なかなかその整合性が図れないという答弁でありましたが、やはり生活

改善センターは図書室の機能があって、中央公民館ということもありましたが、もう５０年

も過ぎているということを考えますと、待ったなしなのかなというふうに考えます。 

  そういう意味で、議会の全員協議会でもどういう方向がいいのかということも検討されま

して、複合施設のほうが議会のみじゃなくて、施設としては共有をできるものがあれば、共

有したほうが建設費も安く上がるのではないかということもありましたが、そういうことの

内部検討は全然、進んでいないのでしょうか。お伺いいたします。 

○議長（佐々木春一君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（高萩政之君） 現在の検討の状況ですけれども、令和３年度まで、様々にこ

の役場周辺施設の再編整備につきましては検討してきた経緯がございますが、その後、ほか

の事業等々の進捗との兼ね合いもございまして、その後、役場内部でも検討はしていないと

ころでございます。 

  以上でございます。 

○議長（佐々木春一君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） このままいきますと、ますます遅れていくといいますか、図書館の要

望につきましては、昨日のほうでも一般質問で取り上げたところでございます。やはり町民

のニーズはそういう図書館の機能をちゃんとしてほしいというニーズは誰もが感じていると

ころなわけですね。だから、もう検討しているという段階じゃなくて、この次期総合計画の
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中に、この５年の中にきちっとそういう建設計画を位置づけるべきだと考えますが、この次

期総合計画の中での位置づけはどのように考えているのか、お伺いいたします。 

○議長（佐々木春一君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（高萩政之君） この庁舎周辺施設の整備につきましてですが、その総合計画

の中での位置づけという御質問でございました。 

  施設の整備というのは一つの手段であって、目的ではないと考えております。総合計画の

中で示すべきは、住民の皆様の暮らしの中で、この町内にどういうサービスなり機能なりが

備わっているべきかというところを検討するのが総合計画の役割だというふうに考えており

ます。そこで必要とされた機能を実現するための手段として、それでは町内にこういう施設

が必要だよねと。それを整備するに当たって、どこに整備しましょうか。それが役場の周辺

なのか、そうでないのか。そういうことを検討していくという手順なのかなというふうに考

えております。 

  ただ、一方で、この役場の周辺の施設に関しましては、非常に公共施設等々が集約されて

おりまして、非常に機能性の高いエリアだというふうに認識をしておりますので、十分な検

討は必要だとは考えておりますけれども、ただ、施設も老朽化しているということも併せて

認識をしておりますので、ただバランスですね。急いでやるべきなのか、じっくり考えるべ

きなのか。そこのバランスの取り方というのはいろいろ考え方があると思いますので、総合

計画が固まりましたらば、今後の在り方について検討を進めてまいりたいというふうに考え

ております。 

  以上でございます。 

○議長（佐々木春一君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） 今は総合計画の中で、今後その必要性を判断するということでござい

ますが、今、この役場周辺に公共施設が集中しているというお話がございました。住田町の

防災マップを見ますと、気仙川、大股川浸水想定図に参りますと、気仙川が最大浸水した場

合に想定される最大浸水域は、ここの地域は５メートルから１０メートル未満の地域に入っ

ております。いずれ大きな大洪水となりますと、危険ということでございますし、災害マッ

プを見ましても、こちらの山手側から危険な区域というふうに示されております。そうなり

ますと、もちろんいつ建てるかということもありますが、どこに建設するのがいいかなとい

うことも、もうかなり検討する必要があると思いますが、その点をどのように捉えているの

か、お伺いいたします。 
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○議長（佐々木春一君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（高萩政之君） 建設場所についても、当然、必要な機能等が固まりまして、

その後の手段として、どこに建設するかというところは検討してまいるわけですけれども、

その土砂災害の危険性等がある場所は、建設は避けるべきではないかという御意見もある一

方で、町内に建設できそうな場所というのも非常に限られていると思いますので、それもや

はりバランスだと思います。その危険性を考慮した上で、やはりここしか建てる場所がない

のか、それともほかにいい場所があれば、そこに建設をするというのも選択肢の一つだと思

いますので、様々な角度から検討してまいりたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） 今まず生活改善センターのことについてお聞きしたわけですが、同じ

く農林会館もそういう周辺の整備計画に入っております。こちらも先ほど申されましたよう

に、昭和５６年の新農業構造改善事業だったと思いますが、それで大きな農林会館が整備さ

れたということでございます。 

  今日の質問の中では、春先に農林会館で大きな歌謡ショーがありましたが、そういうとき

に合わせたように不具合が発生したというようなことがありまして、その前には、立ちまし

たが、森林組合の総会のとき、暖房が故障したとかそういうこともありました。随時、直し

てきているというふうに聞いておりますが、今、農林会館は２階のほうのトイレは使えない

ような状態なんですよね。使う頻度が、会場とか少ないからなのかもしれませんが。しかし、

やっぱり農林会館をどうしても町民だけでなく、対外的にも来ますし、今そういうトイレの

機能というのは、一番、気にかかるものですね。そういう、例えば道の駅なんかでも、今は

第一番にトイレを考えるというような時代になってきております。 

  この答弁でいきますと、また建設年次も延びていくのかなとなりますが、そうすると、今

の状況のトイレをどうするのかということを、相反する二つのことが出てくるわけですが、

この間の滝観洞の新設受付棟につきましても、トイレもやはり新しいものにはなりましたが、

やっぱり最新のものを整備するというのが基本的にあると思うんですが、今後の改修計画は

どのように考えているのか、お伺いいたします。 

○議長（佐々木春一君） 農政商工課長、菊田賢一君。 

○農政商工課長兼農業委員会事務局長（菊田賢一君） 農林会館の改修計画というふうな部分

の御質問でございますが、農林会館につきましては、議員、御質問のとおり、農業者の研修
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施設として建てられまして、もう既に４０年以上が経過をしております。残念ながら、この

３月のコンサートのとき、ポンプアップする機能ができなくて、水が供給できないというこ

とでトイレが使えなくなった状況ですとか、総代会の際に暖房が使えなかったりですとか、

そういった突発的な事故というか、そういった部分も起きまして、非常に御迷惑をかけたか

なと思っております。暖房につきましても、トイレにつきましても、その都度、修繕を図っ

ているところではございます。 

  改修の部分ではございますが、今は、そのとき建てたときとは大分、情勢も変わっており

ますので、全体の流れの中で、庁舎周辺整備の中で検討していくものかなと考えております。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） 今、課長は庁舎周辺整備計画の中で考えていくとおっしゃいましたけ

ど、それは今後の建て替えとか、そういう庁舎周辺整備のあれではそういうことになります

が、現在の使われているトイレにつきましては、やはりたとえお金がかかっても、利用率が

高いわけですから、まず町民の文化の発表の場とか、いろんな学校行事の発表の場とか、

様々な頻度で利用されているわけですが、その辺を考えますと、どうするのかということを

もう一度お聞きいたします。 

○議長（佐々木春一君） 農政商工課長。 

○農政商工課長兼農業委員会事務局長（菊田賢一君） トイレの改修というふうな部分でござ

いますが、一番最初に建てたときには、和式の部分で整備されたわけですが、洋式化も一部

しております。これからのトイレはきれいな部分で使えるのが一番理想かとは思いますが、

今のところ、そういう計画はございませんが、議員、御指摘の部分は参考にさせていただき

ながら、今後、検討してまいりたいと考えております。 

○議長（佐々木春一君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） 建設が４０年もたっていて、当初は和式だったということで、まず構

造的なものもありますが、一部、洋式化もしているということですが、今後、構造的な部分

でなかなか難しいのが、単純に洋式化すればいいというものではないと思うんですが、そう

なると、大きく洋式化すれば、やっぱり多大な費用がかかるということなので、なかなかち

ゅうちょしているということですか。 

○議長（佐々木春一君） 農政商工課長。 

○農政商工課長兼農業委員会事務局長（菊田賢一君） 現在、農林会館の状況でございますが、
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主に大ホールですとか多目的ホールをよく使っていただいておりますので、１階のトイレに

つきましては、使えないというふうな状況は回避しながら修繕を行っております。 

  一方で、２階の部分にもトイレがございますが、そちらのほうにつきましては、使用を禁

止しております。これは構造的に問題がありまして、雨漏り等、１階にも多大な損傷がある

というふうな部分で、なかなかその抜本的な改修というのはちょっと厳しいような状況にご

ざいます。そういった部分も踏まえながら、今後、検討していきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） 分かりました。現状は分かりましたということですが、今後のあれに

して、やっぱり整備という面ではやっぱり全て洋式化するということを計画的に立ててほし

いなと感じましたが、その計画はないですか。 

○議長（佐々木春一君） 農政商工課長。 

○農政商工課長兼農業委員会事務局長（菊田賢一君） 現在は、改修の部分につきましても、

洋式化にしても、現在のところは検討しているわけではございません。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） 検討しているということですが、いずれ町民から不満が出ないような

形の対応をお願いしたいと思います。 

  ちょっと行ったり来たりしますが、農林会館も庁舎周辺整備事業の中でということで、そ

の時期、やっぱり総合計画の中にも必要かなとは捉えるんですが、いずれ農林会館も、その

建物の必要性とか今後の需要とか、そういうものを念頭に置いて、まず検討されるというふ

うに、ものは生活改善センターと同じように捉えますが、今度は、どういう建物を建て、今

からそういうこと言っても早いと言われるかもしれませんが、特に農林会館なんかは、この

ままでいくと、もっともっと先になるという話ですが、今、五葉地区でＣＬＴの工場誘致の

話が進んでおりますが、順調に進めば、本格稼働される時期が来ると思いますが、こういう

公共施設の建物については、住田町では役場庁舎を含め、消防、大船渡分署、住田分署です

ね。これもこだわってきた経緯がありますが、今後、建設にするに当たって、今までもプロ

ポーザルなどをやってきましたが、やはり住田町の山材を生かしたものがいいと考えますが、

そういうことの考え方には、一定ないんでしょうか。お伺いいたします。 

○議長（佐々木春一君） 企画財政課長。 
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○企画財政課長（高萩政之君） どういった建物を建てたらいいかというのは、やはりまずは

どういう機能が必要かと。その上で、どういう建物を建てるかという順番になると思います

ので、その辺はちょっとまだ、そこを考える段階には至ってないと考えております。 

  ただ、御承知のとおり、町内は非常に良質な木造建築物が多くございまして、それに続く

ようなすばらしい木造建築を建てていくということは、町のＰＲにとっても非常に重要なこ

とでありますので、御質問にございましたＣＬＴ材を使うですとか、そういったことは当然、

有力な選択肢の一つとして上がってくるものだろうなというふうに想定をしております。 

  以上でございます。 

○議長（佐々木春一君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） 住田分署の建設に当たって、一部ですが、階段等にＣＬＴ材を利用し

てきたという試みがあります。やっぱりそうでありますが、今後、やっぱり大きな建物等、

何個かあるわけですが、そういうものに、やはり住田らしさ、林業日本一を生かした建物と

いうことがやっぱり、先ほど申されました、町のＰＲにもつながるので、ぜひ検討していっ

てほしいと思います。 

  それから、今後、どういうふうに次期総合計画で、内部での検討を進めていくわけですが、

やはり私はここ４年間、コロナのこともあったりして、なかなかそういうほかに手が回らな

かったのかなという感じもしないわけではないんですが、ますます待ったなしになると思う

んですね。今までの庁舎とか住田分署のそういう公債費ですね。そういうことも高止まりと

いうふうに今なっているわけですが、そういう返済の時期のこともありますが、でもやはり

町民が求める施設は、やっぱり早めに計画して、基金等もあるわけですから、過疎債なども

活用した、やはり早めに計画を立てるという方策が大事ではないかと思いますが、その点は

いかがでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（高萩政之君） 阿部議員、御質問にございましたが、待ったなしだと、早く

その計画を立てるべきだということは、町民の皆様からの御意見として受け止めさせていた

だきます。今後、町内にも様々な課題ございまして、どれが優先順位が高いのだというとこ

ろを決めていくのが非常に難しい状況だなというふうに感じております。 

  ただ、ただいまいただきました御意見、重く受け止めさせていただきまして、今後の検討

につなげてまいりたいというふうに考えております。 

  以上です。 
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○議長（佐々木春一君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） 建設を急がせるということだけではなくて、やはり町内の経済の情勢

を見ますと、やはり去年、今年とやっぱり建設業界での仕事がないということで、それが全

て業者につながるわけではないですけれども、やはり町内の内需があれば、町内の産業もそ

れなりに活発化していくということもありますので、そういうことを踏まえて取り組んでい

ただかないと、なかなかもう前の最初から始まった計画ですと、もう今はこれはとっくにで

きてもいいのかなというような時期になっていると思うんですね。だから、その辺のことも

考慮して進めていただきたいと思います。これは要望ですので。 

  それでは、次の鳥獣被害対策のほうに入ります。 

  まずの「追い上げ」のほうですが、これ、かなり各地区に入って進めなければなりません

が、実施するとなると、どこが対象になるかは別として、地元地域でのかなり協力は欠かせ

ないと思いますし、どうやってやるのかとか、そういう詳細な計画が必要と思われますが、

その進め方はどのように考えているのか。お伺いいたします。 

○議長（佐々木春一君） 農政商工課長。 

○農政商工課長兼農業委員会事務局長（菊田賢一君） 「追い上げ」の部分でございますが、

町の農業振興協議会の今年度の事業計画の中での「追い上げ」の部分を記載した部分につい

ては、具体的な部分のところはございませんで、地域に入って、それぞれ要望等がありまし

たら、「追い上げ」も追い払いに有効な手段の一つと捉えておりますので、そういった部分

で掲載をしたところでございます。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） 町内の被害の状況を見ますと、上有住の五葉地区、世田米では中沢地

区という、全般にありますが、この地区が特に大きな被害が確認されております。 

  こういう地域にまず対象に、そういう「追い上げ」をしたほうが効果があるのではないか

と思いますが、まだそこまでいっていないのかについて、お伺いいたします。 

○議長（佐々木春一君） 農政商工課長。 

○農政商工課長兼農業委員会事務局長（菊田賢一君） 今、言われた被害地域ということで、

五葉、中沢というふうな部分を挙げていただきまして、これは主にニホンザルの被害が顕著

に表れているというふうな部分でございます。そういった部分につきましては、県の専門員

の指導も仰ぎながら、地域に入って、いろいろ情報交換をしながら対策を講じていきたいと、
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今、現在も進めているところでございます。 

  その一つとして、「追い上げ」がこの地域で必要だということであれば、ハンターさんと

の協力も得ながら実施していきたいと考えておりますが、現在のところは「追い上げ」の具

体的な部分というのは何もございません。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） 具体的な動きはないということですが、いずれにしろ、両向地区で追

い上げたとしても、隣接が大船渡市、釜石市となるわけでして、住田町から追い上げればい

いという問題ではないと思うんですね。やはりこれを実施するに当たって、先ほど町長が申

されました市町村間の連携がさらに必要と思いますが、その辺の取組はどのように考えてい

るのか、お伺いいたします。 

○議長（佐々木春一君） 林政課長、佐々木暁文君。 

○林政課長（佐々木暁文君） 広域での取組、捕獲の部分でいいますと、イメージされるのは

恐らく時期を一にして、例えば両市町の部分で追い上げ等々、あるいは捕獲作業等を実施す

るといったイメージなのかなというふうに捉えております。 

  なかなか現状そういった調整というのは、まだできておりませんけれども、今、町長の答

弁でも申し上げましたとおり、広域での調査研究というのも進められておりますので、そう

いった部分も議題の中には上げてまいりたいというふうに考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） まず、住田町の山は特に急傾斜でありまして、もし、そういう実際に

現場に入るとなりますと、相当厳しい場所を歩くことになりますし、相当な大人数が必要と

なりますが、まさか自衛隊を連れてくるというわけにはいかないとは思うんですが、そうい

う意味で、まず小さなところからやればいいと思うんですけれども、そういう地域にお願い

するにしても、そういう何かあった場合のそういうけがとか、そういうことも考えられます

から、傷害保険とかそういうものをきちんと計画の中に入れて、最低限そういう身の安全を

保障するというような形でやっていただきたいと思いますが、その辺までは考えていません

か。 

○議長（佐々木春一君） 林政課長。 

○林政課長（佐々木暁文君） 地域ぐるみでの、そういった「追い上げ」という部分は想定さ
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れるわけでございますけども、住民の方々には本当に安全に配慮しながらという部分は最優

先なんだろうなというふうに思います。 

  実際に鳥獣等の捕獲に当たるのはハンターさん、あるいは実施隊の方々が中心になってく

るのかなというふうに捉えております。そういった部分で、ハンターさん方は当然、保険に

は加入されておりますので、そういった部分での身分保障はされるのかなというふうに考え

てございます。 

○議長（佐々木春一君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） いずれこの「追い上げ」については有効の手段だと思いますので、ぜ

ひ取り組んでいってほしいと思います。 

  次が複合柵でしたので、先に、順序のとおり質問したいと思います。この複合柵について

は、国のモデル事業を活用してやったということで、成果があるというふうに聞いておりま

す。ただ、この設置につきましては、１００メートル当たり２０万円強の設置費用がかかっ

ていると聞いております。国の事業であれば、設置者の手出しはないわけですが、町長、今

度、事業に今年から乗せるというような御答弁がありましたが、これも今までの町単事業で

やる半額の事業となるのかについて、お伺いいたします。 

○議長（佐々木春一君） 農政商工課長。 

○農政商工課長兼農業委員会事務局長（菊田賢一君） 昨年度、両向地区で金網柵を利用した

複合柵というものを設置いたしました。町では、シカ防護網等緊急設置事業費補助金という

のを創設しております。昨今、被害状況も多くなっておりますので、昨年度において、金網

柵の補助事業をプラスして追加したところでありますし、電牧柵も結構有効に、要望が多い

ものでございますが、その管理の上で、どうしても草等が生い茂ると漏電の被害にも遭いま

すので、防除シートというふうなものも、この補助金の経費の枠に追加をしまして、対策を

講じているところでございます。去年は被害もあってか、予算をフルに使うような状況にご

ざいましたし、今年につきましても、去年以上の要望があって対応しているところでござい

ます。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） この設置要件が、販売農家の要件が要るというふうに聞いております

が、今まで、ここ何十年とシカ網の設置をしているわけですが、もう相当古くなって、管理

も難しいという状況がありますが、そういうもののシカ網ごとに更新したいとなった場合に、
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多大な事業量になると思うんですが、その辺も国の事業というか、それで予算的に対応でき

るのか、ちょっと心配な面がありますが、その辺の見込みをどのように考えておりますか。 

○議長（佐々木春一君） 農政商工課長。 

○農政商工課長兼農業委員会事務局長（菊田賢一君） 国の交付金事業を活用した１０分の１

０の部分でございますが、これにつきましては、以前は大分待ちが生じた部分はございます

が、ハード部分の要望につきましては、ほぼ要望の額が予算措置されております。 

  放任果樹の伐採ですとか、ソフト事業の部分についてはなかなか予算が削られている部分

もありますが、そういった部分では、例えば令和７年度に事業実施したいということであれ

ば、今年度、要望調査を行います。そういった中で、その部分がある程度、交付金として予

算措置できるのかなと思っております。 

  国の事業につきましては、３戸以上の方々、プラス販売農家さんというふうな部分の規定

がございますので、要件をクリアした部分では対応してまいりたいと考えております。 

  農林業振興会等への補助につきましては、町の単独事業で補助をしておりますので、そち

らのほうを御活用いただければと思います。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） いずれこの複合柵のことについて、農林業振興会、毎年１１月頃かな、

そのような希望調査がありまして、要望してから次年度に事業展開となるように聞いており

ます。 

  ただ、どうしても個人でどうしてもやりたいという方は、町の単独事業の活用になるかな

と思いますが、そうなりますと、かなりその負担が、５割といっても高くなるわけですが、

この単独事業のかさ上げ補助ということは考えられませんか、お伺いいたします。 

○議長（佐々木春一君） 農政商工課長。 

○農政商工課長兼農業委員会事務局長（菊田賢一君） 現在のところ、補助率等について変更

は考えてはございません。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） 次に、ハンターのほうに入りますが、町でもその育成に向けてハンタ

ーの醸成をしておりまして、９名も新規にあると聞きましたが、いずれ高齢化していること

は間違いないわけですので、若い方々がハンターをして、できれば、食べていけるというよ
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うな、そういう養成の仕組みを今後、考える必要があると思いますが、どうでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 林政課長。 

○林政課長（佐々木暁文君） 有害捕獲の部分を生業みたいな形にというような御質問かと思

います。 

  その辺りのニーズにつきましては、実際に調査等はしたところではございませんけども、

機会を捉えて、自治体の方々なんかにも意見を聞きながらというふうには考えてございます

けども、今現状としましては、報償費を引き上げたりとか、そういう部分につきましては検

討していないところでございます。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 阿部祐一君。 

○７番（阿部祐一君） 最後になります。放任果樹のほうですが、今年、世田米地区に限って

対応するということでございますが、いずれ高齢化して、なかなか管理ができないという

方々も多いと思いますので、先ほどアンケートということもありましたが、せめてアンケー

ト等を実施いたしまして、そのニーズとかを把握いたしまして、実施していただきたいと考

えます。お願いして、私の一般質問を終わります。 

○議長（佐々木春一君） これで７番、阿部祐一君の質問を終わります。 

  ここで午後１時まで休憩します。 

 

休憩 午後 ０時００分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（佐々木春一君） 再開します。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２ 承認第１号 

○議長（佐々木春一君） 日程第２、承認第１号 令和６年度住田町一般会計補正予算（第２

号）の専決処分に関し承認を求めることについてを議題とします。 
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  承認案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長、高萩政之君。 

○企画財政課長（高萩政之君） 承認第１号 令和６年度住田町一般会計補正予算（第２号）

の専決処分に関し承認を求めることについて御説明いたします。 

  今回専決処分した補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ３，４９３万９，０

００円を追加し、歳入歳出の予算の総額をそれぞれ５２億７，６９７万３，０００円とした

ものであります。 

  それでは、補正後の歳入歳出予算を第１表により御説明いたします。 

  まず、歳入について御説明いたします。 

  ２ページをお開き願います。なお、詳細は６ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書の２．

歳入を御覧ください。 

  １４款国庫支出金３，４９３万９，０００円の増は、物価高騰対応重点支援地方創生臨時

交付金の増によるものであります。 

  続きまして、歳出について御説明いたします。 

  ２ページをお開き願います。なお、詳細は６ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書の３．

歳出を御覧ください。 

  ３款民生費３，４９３万９，０００円の増は、住田町定額減税補足給付金（調整給付）２，

２２０万円、住田町個人住民税非課税世帯等給付金１，１００万円、住田町個人住民税非課

税世帯等こども加算給付金５０万円の計上が主なものであります。 

  以上、令和６年度住田町一般会計補正予算（第２号）は、緊急を要するため、議会を招集

する時間的余裕がなかったことから、令和６年７月２２日に地方自治法第１７９条第１項の

規定により専決処分を行ったものであります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（佐々木春一君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（佐々木春一君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 
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○議長（佐々木春一君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（佐々木春一君） 討論なしと認めます。 

  これから承認第１号 令和６年度住田町一般会計補正予算（第２号）の専決処分に関し承

認を求めることについてを採決します。 

  承認第１号は原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（佐々木春一君） 起立多数であります。 

  したがって、承認第１号 令和６年度住田町一般会計補正予算（第２号）の専決処分に関

し承認を求めることについては、原案のとおり承認されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第３ 承認第２号 

○議長（佐々木春一君） 日程第３、承認第２号 令和６年度住田町一般会計補正予算（第３

号）の専決処分に関し承認を求めることについてを議題とします。 

  承認案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長、高萩政之君。 

○企画財政課長（高萩政之君） 承認第２号 令和６年度住田町一般会計補正予算（第３号）

の専決処分に関し承認を求めることについて御説明いたします。 

  今回、専決処分した補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ９９９万円を追加

し、歳入歳出の予算の総額をそれぞれ５２億８，６９６万３，０００円としたものでありま

す。 

  それでは、補正後の歳入歳出予算を第１表により御説明いたします。 

  まず、歳入について御説明いたします。 

  ２ページをお開き願います。なお、詳細は６ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書の２．

歳入を御覧ください。 

  １５款県支出金９９９万円の増は、参議院議員補欠選挙執行委託金の増によるものであり

ます。 

  続きまして、歳出について御説明いたします。 
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  ２ページをお開き願います。なお、詳細は６ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書の３．

歳出を御覧ください。 

  ２款総務費９９９万円の増は、開票管理者等報酬７５万６，０００円、会計年度任用職員

給料１７０万円、時間外勤務手当２５０万円の計上が主なものであります。 

  以上、令和６年度住田町一般会計補正予算（第３号）は、緊急を要するため、議会を招集

する時間的余裕がなかったことから、令和６年８月２３日に地方自治法第１７９条第１項の

規定により専決処分を行ったものであります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（佐々木春一君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（佐々木春一君） 質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  原案に反対者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（佐々木春一君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（佐々木春一君） 討論なしと認めます。 

  これから承認第２号 令和６年度住田町一般会計補正予算（第３号）の専決処分に関し承

認を求めることについてを採決します。 

  承認第２号は原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○議長（佐々木春一君） 起立多数であります。 

  したがって、承認第２号 令和６年度住田町一般会計補正予算（第３号）の専決処分に関

し承認を求めることについては、原案のとおり承認されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第４ 報告第１号 

○議長（佐々木春一君） 日程第４、報告第１号 令和５年度健全化判断比率及び資金不足比
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率の報告についてを議題とします。 

  報告の朗読を省略して、報告の内容について説明を求めます。 

  企画財政課長、高萩政之君。 

○企画財政課長（高萩政之君） 報告第１号 令和５年度健全化判断比率及び資金不足比率に

ついて御報告いたします。 

  第１点目の健全化判断比率は４項目から成っております。いずれかの比率が基準以上とな

った場合には、財政健全化計画や財政再生計画を策定しなければならないこととなっており

ますが、本町における令和５年度の各比率は全て基準を下回っております。 

  一つ目の実質赤字比率は、一般会計に赤字がどの程度あるのかを示す数値で、黒字であっ

たため、比率は生じておりません。 

  二つ目の連結実質赤字比率は、特別会計を含む全ての会計で赤字がどの程度あるのかを示

す数値で、同じく黒字であったため、比率は生じておりません。 

  このことから、二つの指標とも早期健全化基準を下回っているものであります。 

  三つ目の実質公債費比率は、借金の返済が町の財政をどの程度、圧迫しているのかを示す

数値で、７．０％となっており、早期健全化基準の２５％を下回っております。 

  四つ目の将来負担比率は、町の一般会計に負債がどの程度あるのかを示す数値で、将来負

担額を充当可能財源が上回っているため、比率は生じておらず、早期健全化基準を下回って

おります。 

  第２点目の資金不足比率は、公営企業会計の赤字がどの程度あるのかを示す数値で、本町

の場合、簡易水道事業及び下水道事業が対象となります。いずれの事業も資金不足にはなら

ず、比率は生じていませんので、経営健全化基準を下回っております。 

  なお、監査委員からは、別添のとおり、特に指摘すべき事項はない旨の住田町財政健全化、

経営健全化審査意見書が提出されておりますことを申し添えます。 

  以上、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び同法第２２条第１項の

規定に基づき、令和５年度健全化判断比率及び資金不足比率についての報告を終わります。 

○議長（佐々木春一君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（佐々木春一君） 質疑なしと認めます。 

  これで、報告第１号 令和６年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告についてを終わ
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ります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第５ 認定第１号～日程第１０ 認定第６号 

○議長（佐々木春一君） 日程第５、認定第１号 令和５年度住田町一般会計歳入歳出決算の

認定について、日程第６、認定第２号 令和５年度住田町国民健康保険特別会計歳入歳出決

算の認定について、日程第７、認定第３号 令和５年度住田町介護保険特別会計歳入歳出決

算の認定について、日程第８、認定第４号 令和５年度住田町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算の認定について、日程第９、認定第５号 令和５年度住田町簡易水道事業会計決算

の認定について、日程第１０、認定第６号 令和５年度住田町下水道事業会計決算の認定に

ついてを一括議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長、高萩政之君。 

○企画財政課長（高萩政之君） 私からは、認定第１号から第４号までを説明いたします。な

お、認定第５号、認定第６号につきましては、建設課長から御説明申し上げます。 

  それでは、認定第１号から第４号まで、令和５年度の一般会計及び各特別会計の歳入歳出

決算の認定について御説明いたします。 

  初めに、認定第１号 令和５年度住田町一般会計歳入歳出決算の概要について御説明いた

します。 

  予算現額は５３億４，３４８万９，０００円であります。収入済額は５２億９，９２０万

７，２３０円。支出済額は５１億４，６４１万２，４１９円。収入支出差引額は１億５，２

７９万４，８１１円であります。予算に対する収入割合は９９．１７％、執行率は９６．３

１％であります。 

  まず、歳入について、収入済額により御説明いたします。 

  １款町税は６億６，７５４万９６円であり、内訳は町民税１億７，８３４万４，１２６円、

固定資産税４億２，５１８万６，５８５円、軽自動車税１，９０８万４００円、町たばこ税

４，１５９万２，２８５円、鉱産税３３３万６，７００円であります。 

  なお、収入未済額１，５５０万１，８６４円は、町民税１６４万７，７３２円、固定資産

税１，３４０万９３２円、軽自動車税４５万３，２００円によるものであります。 
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  ２款地方譲与税は、８，３７２万６，０００円であります。 

  ３款利子割交付金は、１０万１，０００円であります。 

  ４款配当割交付金は、１０９万７，０００円であります。 

  ５款株式等譲渡所得割交付金は、１２８万２，０００円であります。 

  ６款法人事業税交付金は、６７８万４，０００円であります。 

  ７款地方消費税交付金は、１億２，３２８万６，０００円であります。 

  ８款環境性能割交付金は、２８１万円であります。 

  ９款地方特例交付金は、１５６万２，０００円であります。 

  １０款地方交付税は、２７億９，９９７万３，０００円であります。 

  １１款交通安全対策特別交付金は、４８万２，０００円であります。 

  １２款分担金及び負担金は、４５０万４，７８１円であります。 

  なお、収入未済額１２万６，０００円は、地域情報通信基盤施設加入負担金によるもので

あります。 

  １３款使用料及び手数料は、８，７４５万２，６４６円であります。 

  なお、収入未済額３１４万４，７９５円は、地域情報通信基盤施設使用料５９万１，２５

０円。応急仮設住宅集合合併処理浄化槽浄化施設使用料８，６４０円、町営住宅使用料及び

集合合併処理浄化施設使用料２４３万７，３３３円、道路占用料１２２円、督促手数料１０

万７，４５０円によるものであります。 

  １４款国庫支出金は、４億５，７５８万６，６０９円であります。 

  なお、収入未済額１，７６８万３，４００円は新型コロナウイルスワクチン接種対策費負

担金９万２，４００円、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金１，０３８万９，０００

円、社会保障・税番号制度システム整備費補助金７１９万６，０００円、新型コロナウイル

スワクチン接種体制確保事業費補助金６，０００円の繰越しによるものであります。 

  １５款県支出金は、２億２，６１８万１，０６４円であります。 

  １６款財産収入は、６，８５９万４，９２５円であります。 

  なお、収入未済額６９万５，９６０円は、土地貸付料６６万２，７１１円、建物貸付料３

万３，２４９円によるものであります。 

  １７款寄附金は、１億１，７３２万１，６０８円であります。 

  １８款繰入金は、３，０４４万６，３７０円であります。 

  １９款繰越金は、８，８０２万５，９０７円であります。 
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  ２０款諸収入は、８，４４９万２，２２４円であります。 

  なお、収入未済額１，３３４万４，７１３円は、農林業振興資金貸付金元利収入１，３０

５万２，０６６円、学校給食費徴収金５万５，９９２円、障害者自立支援給付費返還金１２

万２，７１０円、社会保険高額療養費１１万３，９４５円によるものであります。 

  ２１款町債は、４億４，５９５万８，０００円であります。 

  続きまして、歳出について支出済額により御説明いたします。 

  １款議会費６，９８３万５，４９９円は、議会運営経費であります。 

  ２款総務費７億７，７０７万８，５７３円は、総務管理費、徴税費、戸籍住民基本台帳費、

選挙費、統計調査費、監査委員費であります。 

  ３款民生費１１億３，３７５万２，１８３円は、社会福祉費、老人福祉費、交通対策費、

児童福祉費、母子福祉費、保育所費、国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療各特別会計

への繰出金等の費用であります。 

  ４款衛生費３億６，５７５万４，９３５円は、各種健診や予防接種、ごみ処理や、し尿処

理に係る負担金、簡易水道事業会計繰出金等の費用であります。 

  ５款労働費６２万９，０００円は、職業訓練事業運営費補助金等の費用であります。 

  ６款農林業費３億４，００４万１，９２２円は、農業委員会運営費、農業振興費、畜産振

興費、林業振興費、町有林造成等の費用であります。 

  ７款商工費２億３，５３３万９，８８４円は、商工振興費、観光費等であります。 

  ８款土木費５億２，８５６万８，５７８円は、道路橋梁費、河川費、住宅費、下水道事業

会計繰出金であります。 

  ９款消防費２億２，２１０万１，５９９円は、非常備消防費、消防施設費、常備消防に係

る負担金、水防費、防災対策費であります。 

  １０款教育費５億４２３万３，９８７円は、教育委員会運営経費、小中学校費、教育振興

費、社会教育費、体育施設・学校給食センターの運営費用であります。 

  １１款災害復旧費２，６４０円は、公共土木災害復旧費等であります。 

  １２款公債費６億７，０４４万３，５９１円は、過疎対策事業債等の元利償還金でありま

す。 

  １３款諸支出金２億９，８６３万２８円は、減債基金等の積立金であります。 

  以上が、令和５年度住田町一般会計歳入歳出決算の概要であります。 

  次に、認定第２号 令和５年度住田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の概要について
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御説明いたします。 

  予算現額は７億６，４０３万４，０００円であります。収入済額は７億４，２２２万４，

１２３円、支出済額は６億６，３４０万１，５４５円。収入支出差引額は７，８８２万２，

５７８円であります。予算に対する収入割合は９７．１５％、執行率は８６．８３％であり

ます。 

  歳入の主なものは、１款国民健康保険税９，５４８万３，１００円、構成比１２．８６％。

３款県支出金５億１，７１６万７，５３１円、構成比６９．６８％であります。 

  なお、一般被保険者国民健康保険税８９７万１，５３１円、督促手数料３万３，３００円

が収入未済となっております。 

  歳出の主なものは、２款保険給付費４億９，１３７万８，０７３円、構成比７４．０７％、

３款国民健康保険事業費納付金１億４，７３３万８，３５３円、構成比２２．２１％であり

ます。 

  以上が、令和５年度住田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の概要であります。 

  次に、認定第３号 令和５年度住田町介護保険特別会計歳入歳出決算の概要について御説

明いたします。 

  まず、保険事業勘定について御説明いたします。 

  予算現額は９億８，４８０万円であります。収入済額は９億９，７９３万９，１５５円。

支出済額は９億４，１２６万６，８１２円、収入支出差引額は５，６６７万２，３４３円で

あります。予算に対する収入割合は１０１．３３％、執行率は９５．５８％であります。 

  歳入の主なものは、３款国庫支出金２億８，２２４万３，０１４円、構成比２８．２８％、

４款支払基金交付金２億４，８２８万３９２円、構成比２４．８８％であります。 

  なお、第１号被保険者普通徴収保険料９８万１，１２０円、督促手数料６，３００円が収

入未済となっております。 

  歳出の主なものは、２款保険給付費８億５，６９２万５，８３３円、構成比９１．０４％

であります。 

  続きまして、介護サービス事業勘定について御説明いたします。 

  予算現額は３２４万７，０００円であります。収入済額は３２７万８，１２７円、支出済

額は２１３万６，６００円。収入支出差引額は１１４万１，５２７円であります。予算に対

する収入割合は１００．９６％、執行率は６５．８０％であります。 

  歳入の主なものは、１款サービス収入２４１万５，２５０円、構成比７３．６８％。２款
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繰越金８６万２，８７７円、構成比２６．３２％であります。 

  歳出は、１款サービス事業費２１３万６，６００円、構成比１００％であります。 

  以上が、令和５年度住田町介護保険特別会計歳入歳出決算の概要であります。 

  次に、認定第４号 令和５年度住田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の概要につい

て御説明いたします。 

  予算現額は８，１５１万４，０００円であります。収入済額は７，９２２万６，２９７円。

支出済額は７，８６９万９，０５９円。収入支出差引額は５２万７，２３８円であります。

予算に対する収入割合は９７．１９％、執行率は９６．５５％であります。 

  歳入の主なものは、１款後期高齢者医療保険料４，９１８万４，１００円、構成比６２．

０８％。３款繰入金２，９４０万５，４５９円、構成比３７．１２％であります。 

  歳出の主なものは、２款後期高齢者医療広域連合納付金７，４９５万９，８３９円、構成

比９５．２５％であります。 

  以上が、令和５年度住田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の概要であります。 

  これで、認定第１号から第４号まで、令和５年度住田町一般会計及び各特別会計の歳入歳

出決算の説明を終わります。 

○議長（佐々木春一君） 建設課長、佐々木淳一君。 

○建設課長（佐々木淳一君） 私のほうからは、認定第５号及び認定第６号について御説明申

し上げます。 

  初めに、認定第５号 令和５年度住田町簡易水道事業会計決算の認定について御説明いた

します。 

  決算書の２ページを御覧ください。 

  決算報告書であります。決算報告書は、消費税及び地方消費税を含んだ金額を表記してお

ります。収益的収入及び支出の款、項ごとに決算額を申し上げます。 

  収入の第１款水道事業収益は１億６，４２９万９，２５４円であります。その内訳は、第

１項営業収益７，５５０万１，９０５円、第２項営業外収益８，６７０万２，６４８円、第

３項特別利益２０９万４，７０１円であります。 

  支出の第１款水道事業費用は１億３，４３３万２，００１円であります。その内訳は、第

１項営業費用１億２，１３５万２，９８３円、第２項営業外費用１，２９７万９，０１８円

であります。 

  次に４ページを御覧ください。 
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  資本的収入及び支出の決算額であります。 

  収入の第１款資本的収入は３，８４６万８，０００円であり、内訳は他会計出資金であり

ます。 

  支出の第１款資本的支出は８，６９９万１，１８７円であります。その内訳は、第１項建

設改良費６０５万円、第２項企業債償還金８，０９４万１，１８７円であります。 

  次に９ページを御覧ください。 

  損益計算書であります。損益計算書は、消費税及び地方消費税を除いた金額を表記してお

ります。 

  営業収益は６，８６５万１，５６６円であります。営業費用は１億１，８９５万２，６５

６円であります。営業外収益は８，６７０万２，６９１円であります。営業外費用は９１０

万４，５１８円であります。特別利益は２０９万４，７０１円であります。特別損失はゼロ

円であります。 

  以上により、当年度純利益は８，８３６万１４５円であります。 

  次に、１０ページを御覧ください。 

  剰余金計算書であります。 

  当年度末の資本合計は６億５，１９７万８，８７２円であります。下段の剰余金処分計算

書は、未処分利益剰余金８，８３６万１４５円を繰越利益剰余金としております。 

  次に１２ページを御覧ください。 

  貸借対照表であります。 

  ページ一番下の資産の部、資産合計及び１３ページ一番下の負債資本合計はそれぞれ１９

億２，４９２万８，５６８円であります。 

  次に、３８ページを御覧ください。 

  令和５年度簡易水道事業会計水道料金明細書であります。 

  不納欠損額は水道料金７３万５，０９７円、督促手数料２万４，１００円の合計７５万９，

１９７円であります。 

  続きまして、認定第６号 令和５年度住田町下水道事業会計決算の認定について御説明い

たします。 

  決算書の２ページを御覧ください。 

  決算報告書であります。決算報告書は、消費税及び地方消費税を含んだ金額を表記してお

ります。 



－105－ 

  収益的収入及び支出の款、項ごとに決算額を申し上げます。 

  収入の第１款公共下水道事業収益は１億３，３１３万６４３円であります。その内訳は、

第１項営業収益３，２９０万６，０７７円、第２項営業外収益１億１９万２，９０９円、第

３項特別利益３万１，６５７円であります。 

  支出の第１款公共下水道事業費用１億２，５５５万７，０６４円であります。その内訳は、

第１項営業費用１億１，９３６万８，３７５円、第２項営業外費用６１８万８，６８９円で

あります。 

  次に４ページを御覧ください。 

  資本的収入及び支出の決算額であります。 

  収入の第１款資本的収入は３，４８９万３，１９０円であります。その内訳は、第１項負

担金及び分担金４３万９，１９０円、第３項他会計出資金３，４４５万４，０００円であり

ます。 

  支出の第１款資本的支出は３，８６６万８，５６０円であります。その内訳は、第１項建

設改良費７０万４，０００円、第２項企業債償還金３，７９６万４，５６０円であります。 

  次に９ページを御覧ください。 

  損益計算書であります。 

  損益計算書は、消費税及び地方消費税を除いた金額を表記しております。 

  営業収益は２，９９２万４，３７０円であります。営業費用は１億１，６２４万４，６１

２円であります。営業外収益は１億１９万３，７０５円であります。営業外費用は６３９万

５，５４１円であります。 

  以上により、当年度純利益は３，１２８万３６円であります。 

  次に１０ページを御覧ください。 

  剰余金計算書であります。 

  当年度末の資本合計は２億６，６１４万５，７５１円であります。下段の剰余金処分計算

書は、未処分利益剰余金３，１２８万３６円を繰越利益剰余金としております。 

  次に１２ページを御覧ください。 

  貸借対照表であります。 

  ページ一番下の資産の部、資産合計及び１３ページ一番下の負債資本合計は、それぞれ１

７億８，１９９万３，３９０円であります。 

  次に、３８ページを御覧ください。 
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  令和５年度下水道事業会計下水道使用料等明細書であります。 

  不納欠損額は下水道受益者分担金３９万８，８９０円、督促手数料４，５００円の合計４

０万３，３９０円であります。 

  以上で説明を終わります。 

○議長（佐々木春一君） 次に、令和５年度住田町一般会計各特別会計歳入歳出決算及び各事

業会計決算の審査結果について、監査委員の報告を求めます。 

  監査委員、紺野 仁君。 

          〔監査委員 紺野 仁君登壇〕 

○監査委員（紺野 仁君） 決算審査の結果について報告いたします。 

  審査の対象は、令和５年度住田町一般会計歳入歳出決算、令和５年度国民健康保険、介護

保険及び後期高齢者医療の各特別会計、簡易水道事業会計及び下水道事業会計並びに財産に

関する調書、基金運用状況に関する調書であります。 

  審査実施月日は令和６年７月１８日から７月２４日であります。 

  審査に当たっては、町長より付された決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書、

財産に関する調書、基金運用状況に関する調書について審査を行いました。 

  審査の着眼点としては、予算の執行は適正かつ効率的に行われたか、各種事業の施策の効

果が目的どおりに達せられたか、財政運営について健全化が図られているかであります。 

  審査の結果でありますが、予算の執行状況については、令和５年度歳入歳出決算に係る主

要な施策の成果及び予算執行の実績等について、担当課から説明を聴取し、審査した結果、

決算内容は計数的に正確であり、その内容も正当であることを確認しました。 

  以下、各会計決算審査における総評の中から主なものを御報告いたします。 

  初めに、令和５年度住田町一般会計歳入歳出決算、令和５年度国民健康保険、介護保険及

び後期高齢者医療の各特別会計についてであります。 

  まず、一般会計についてであります。 

  イコウェルすみたの始動、滝観洞観光センター受付棟整備、中学校の統合準備、町営住宅

の整備、自治体ＤＸの推進、ふるさと納税制度による情報発信と自主財源の確保、地域創造

学や住田高校魅力化への取組、消防車両の更新、昭和橋架け替え事業の推進、さらには新型

コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた世帯や事業者への支援、町民と行政との共同で応

援する仕組みを前提としたプレミアムチケットの販売、物価高騰の影響を受けた世帯や事業

者への支援など、所期の事務事業が計画的に達成されたことは評価するものであります。 
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  次に、令和５年度の決算審査における特徴的な点についてであります。 

  最初に公共施設等の維持管理費についてであります。 

  公共施設は住民福祉の向上に欠かせない施設であることから、維持管理や年次的な更新な

どを適切に行う必要があり、あわせて、施設維持や更新に必要な財源を確保する必要がある

ことから、基金の整備、運用などについて検討し、将来を見据え、適正かつ効果的な利用を

図っていただきたい。 

  なお、公共施設等の維持管理、整備、長寿命化などの適切な管理、活用と合わせ、利用度

が低く、遊休化が懸念される町有施設及び町用地で効果的な再利用等が見込めない場合は、

民間活用や売却も視野に入れた検討が必要と思われます。 

  次に、財政の健全性についてであります。 

  予算の適正な執行と健全な財政運営については、同時に審査を行った健全化判断比率及び

資金不足比率等、審査意見書のとおり、健全化が図られております。しかし、歳入において

は、地方交付税や国及び県からの支出金などの占める割合が依然として高い状況にあります。

令和６年度以降においては、昭和橋の架け替え事業、町道整備、庁舎周辺公共施設の検討、

水道、下水道、地域情報通信基盤施設などの維持管理、改修や新たな整備等、多額の費用が

必要となることから、起債償還計画と合わせ、適切な財政計画に沿った財政運営が望まれま

す。 

  次に、職員の働き方についてであります。 

  令和５年度の人件費の総額は前年度と比較し、増加しております。職員の働き方について

は、職場ごと、担当部署ごとの偏りがあることや、何よりも長時間労働による職員の健康、

精神障害リスクの増加が懸念されます。また、ハラスメントへの対応、働きやすい環境づく

りなど、職場全体で取り組むべき課題と捉え、意識改革、労働環境の改善に、引き続き努め

ていただきたい。 

  次に、自治体ＤＸについてであります。 

  時代の趨勢として、自治体のデジタル化が進められているところですが、本町では、自治

体ＤＸ推進計画を基に、各種住民サービスや利便性の向上、自治体業務の効率化などを目指

し、デジタル化が順次、進められております。住民サービスや利便性の向上、自治体業務の

効率化などのために必要な機器及びシステムの維持管理、定期的な更新及び運用にかかる費

用が継続的に必要となりますので、基金の整備運用などについて検討するなど、計画的な財

源の確保に努めていただくとともに、町内での教育、生活や職場での導入について推奨し、
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普及が図られることを期待するものであります。 

  本町においても、少子高齢化に伴う人口減少が依然として進行しています。町においては、

健全な財政運営を維持しながら、住民生活の基本である医食住の充実を掲げ、医療関係の充

実、農林商工業の振興、町営住宅の新築による住まいの環境整備、子育て・教育環境の充実

をはじめ、地域の特性を生かした各種施策を展開しながら共生のまちづくりが進められてき

ました。 

  コロナ禍という状況を乗り越え、町民生活、経済活動等がコロナ禍前に戻りつつある状況

ではありますが、今後においても、地域の活性化に配慮した効率的、効果的な予算執行に向

け、これまで以上に優先度に応じた適切な財源配分を行うとともに、住民福祉向上のため、

健全な財政運営を維持しながらも、創意工夫を凝らし、積極的な施策の展開を図ることを期

待するものであります。 

  また、今年度は現総合計画最終年となりますので、令和５年度までの取組を総括するとと

もに、今年度以降における施策について、次期総合計画に盛り込むなど、進化する住田町の

実現に向け、取り組んでいただきたい。 

  次に、令和５年度国民健康保険特別会計ほか、各特別会計の状況ですが、保険税等の未納

は若干あるものの、各会計はおおむね健全に運営されているものと認められますので、今後

とも健全な運営に努めていただきたい。 

  次に、令和５年度簡易水道事業会計決算及び下水道事業会計決算についてであります。 

  令和５年度の簡易水道事業会計の収入及び支出の状況を見ると、給水原価が供給単価を上

回り、給水に要する費用を料金収入では賄えない状況にあります。また、多額の企業債償還

負担の下で、今後の施設更新費用を捻出していくため、施設規模の見直しと効率的な利用に

加え、適切な財源の確保に努めていただき、受益者の公正負担の原則や経営の健全化のため

に、引き続き一層の管理回収に万全を期し、健全経営に努めていただきたい。 

  なお、公営企業会計の円滑、適切な事業運営のため、企業会計に精通した職員の育成につ

いては、継続的に取り組んでいただきたい。 

  今後においても、住田町簡易水道事業経営戦略に基づき、経営基盤の強化と財政マネジメ

ントの向上が図られ、さらなる経営努力によって、より効果的、効率的な高品質の町民サー

ビスが提供されることを期待するものであります。 

  また、水道は重要なライフラインとして、生命の維持にとどまらず、近年、多発傾向にあ

る災害発生時には、改めてその大切さが実感されるものであります。災害発生に備えた危機
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管理と災害が発生した際の対応にも万全を期されたい。 

  次に、下水道事業会計についてであります。 

  令和５年度の下水道事業会計の収入及び支出の状況ですが、営業収益と営業費用を見ると、

８，６３２万２４２円の営業損失となっていることから、経営の健全化に取り組んでいく必

要があります。 

  また、多額の企業債償還負担の下で、今後の施設更新費用を捻出していくため、施設規模

の見直しと効率的な利用に加え、適切な財源の確保に努めていただき、受益者の公正負担の

原則や、経営の健全化のためにも、引き続き一層の管理回収に万全を期し、健全経営に努め

ていただきたい。 

  なお、事業の円滑、適切な運営のため、企業会計に精通した職員の育成については、継続

的に取り組んでいただきたい。 

  今後の下水道事業経営では、人口減少や節水型家電の普及などによる水需要の減少など下

水道使用料収益の伸びは期待できない状況にあります。また、施設の適切な維持管理や老朽

化対策など、経営状況はますます厳しくなることが予測されますが、住田町下水道事業経営

戦略に基づき、経営戦略の改定を実施していることから、経営基盤の強化と財政マネジメン

トの向上が図られ、さらなる経営努力により効果的、効率的な高品質の町民サービスが提供

されることを期待するものであります。 

  以上、令和５年度各会計の決算審査報告といたします。 

○議長（佐々木春一君） 以上で、監査委員の報告を終わります。 

  お諮りします。 

  認定第１号から認定第６号までの各会計決算の認定については、議長を除く全員をもって

構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。

あわせて、地方自治法第９８条の規定による権限を委任したいと思います。御異議ありませ

んか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（佐々木春一君） 異議なしと認めます。 

  したがって、認定第１号から認定第６号までの各会計決算の認定については、議長を除く

全員をもって構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査するとともに、地

方自治法第９８条の規定による権限を委任することに決定しました。 

  なお、この決算審査特別委員会は、正副委員長互選のため、本日、本会議散会後、引き続
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き当議場において招集することといたします。改めて通知は差し上げませんので、御了承願

います。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（佐々木春一君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

  本日はこれで散会します。 

  御苦労さまでした。 

 

散会 午後１時５０分 

──────────────────────────────────────────── 

 


